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Abstract 
   A Portuguese writer Wenceslau de Moraes spent his later life in Japan since 1897; he never left Japan until 
1929 when he died. It is said that his speaking ability of Japanese language was not good although he lived in 
Japan more than thirty years. In this study, we investigated his speaking ability of Japanese based on the written 
memories of those who had direct discourse with him. The records of his speech were limited to the memories of 
his neighbors, a Buddhist nun who regularly came to his house, and a newspaper reporter from Osaka who 
interviewed him. 
   Except for the words of affirmation or denial, the word that appeared most frequently in his speech was 
"kawaisou” or “kinodoku” that means “pity” (“piedade” in Portuguese). “Piedade” is the important key word of 
his masterpiece Ó-Yoné e Ko-Haru. In the preface to the book he quoted the sentence “A litteratura do futuro 
será a Litteratura da piedade” from Pierre Loti’s work, and he wrote Ó-Yoné e Ko-Haru as a literature of pity. 
Therefore, his deep sympathy for vulnerable and oppressed existence was the propensity of his character shown 
in both his works and his real life.  
   “Kawaii / kawairashii” (lovely) and “shinsetsu” (kind) are also the words he used frequently in his 
conversation with his neighbors. 
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   As for the grammar of Japanese language, Moraes did not seem to have mastered postpositional particles and 
conjugation of verbs. Two persons referred to his speaking ability of Japanese as follows: a newspaper reporter 
who interviewed Moraes wrote that “he speaks in simple Japanese” in his article, and a pastor who sometimes 
visited Moraes’s house said that “his Japanese was not good, but he spoke familiar Japanese slowly”. The reason 
why Moraes’s Japanese did not improve is said that he did not want to associate with intellectual people here in 
Tokushima. On the other hand, he greeted familiarly and often exchanged gifts with his neighbors. He pointed 
out that Japanese people is a pleasant neighbor in his work Relance da Alma Japoneza, and he also tried to be a 
good neighbor to those he knew as well. There would have been no need for a formal and complicated 
conversation for him for that purpose. 
 
key words : Proficiency in Japanese language, speaking ability of Japanese, kawaisou, kinodoku, piedade, Pierre 
Loti, pity, Wenceslau de Moraes 
 

 

1. はじめに 

 人生の後半を日本で過ごしたポルトガル人作
家ヴェンセスラウ・デ・モラエス（Wenceslau de 
Moraes）は、1897（明治 30）年にマカオから
神戸に移住して以降、亡くなる 1929 年まで一度
も日本を離れることはなく、日本で暮らした。
1913 年（大正２）にポルトガル領事の職を辞し
て徳島に移ると、市井の一市民として暮らしなが
ら日本に関する著作を祖国ポルトガルで発表し
続けた。 
 モラエスは万事日本風の生活を送り、本国ポル
トガルでは、生前中に「日本の魂に取替えた人」
という評がたった 1）。日本においても，モラエス
の死後、彼の顕彰に尽くした湯本二郎は「葡萄牙
生れの日本人モラエス先生」と評し 2）、学生時代
にモラエスにポルトガル語を習い、後年彼の作品
の翻訳を手がけた花野富蔵もまた『日本人モラエ
ス』3）という伝記を著すなど、日本に同化しよう
と努めたモラエスを「日本人」と評する声があが
った。4） 
 しかし、30 年以上にわたり日本で生活したに
もかかわらず、モラエスの日本語は決して達者と
はいえなかった。彼を知る人たちが語るのは、片
言の日本語で話すモラエスである。といっても、
現在モラエスに関心を寄せる人たちの間でも、モ
ラエスがどの程度話せたのかについて捉え方に
隔たりがあり、ほとんど喋る事ができなかったと

考えている人もいれば、不自由なく生活していた
と考えている人もいる。それは、今日までのモラ
エス研究において、モラエスの日本語の会話能力
について深く掘り下げられてこなかったことに
よる。そこで本稿では、モラエスが日本語でどの
程度意思疎通ができていたのか、モラエスと話し
たことのある人物が記した彼との会話の記録を
基に検証し、さらにそこから分かる彼の生活ぶり
や人柄について考察した。 
 
 
2. 資料と会話内容 

 モラエス関連資料の中から、モラエスの会話が
記されているものを探し、伝聞ではなく、直接彼
と会話した当人の証言をまとめ、表 1 に示した。
証言者の記憶によるものなので、モラエスがしゃ
べった通りに再現されているとは決して言えな
いが、外国人と触れ合うことがほとんどない当時
の徳島の人々にとって、モラエスと話すことは強
く記憶に刻まれる経験に違いなく、判断材料とし
て信用をおくことができると考える。 
 表 1 は、資料の古いものから順に並べてある。
以下、資料と会話内容について説明していく。 
 
①『憂曇華』 
 モラエスが亡くなった翌年の 1930（昭和 5）
年に出版された『憂曇華』5）は、晩年の数年間、
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モラエス宅をしばしば訪ねていた濱本房子が呼
びかけて、モラエスと交流のあった人々による追
悼文をまとめた本である。房子はモラエスと最も
親しかった知人の一人であり、七回忌にあたって
徳島毎日新聞社が主催された「モ翁を偲ぶ座談会」
では、「徳島としてモラエス先生を知る第一人者」
と紹介されている 6）。モラエスと出会ったのは、
本人の談によれば尋常小学校 4 年の頃というか
ら 9歳か 10 歳の時であろう。学校の登下校の際
によく会い、最初は怖かったが、だんだんとなれ
て挨拶を交わすようになった。家に通うようにな
ったのは、「大正 13、14 年」と語っているので
7）、交流があった歳月は 5、6 年になる。 
 
①-1「追憶」 
 執筆したのは編者である濱本房子である。房子
は「追憶」の中でモラエスとの交流を詳しく書き
記していて、会話の描写も多い。その中で注目す
べきは、死期が迫りつつあるモラエスが「私書け
ません」、「私思ひます暑くなります私體よくあ
りません」と訴えていることであり、こうした悩
みを打ち明けていることは、房子に心を許してい
たからだろう。さらに、身体が動かなくなった時
のことを心配して、「私病氣重くなりましたら…
…おまはん知らす來て下さゐ」と頼んでいる。房
子を「おまはん」と呼んでいることも、他の者の
証言には出てこない言葉であり（「あなた」と呼
んでいる）、年の離れた房子にだけ使う言葉であ
ったのだろう。 
 
①-2「鳴呼モラエス翁」 
 執筆した岩本朋三郎も晩年のモラエスと最も
親しかった知人の一人である。モラエスが住んで
いた長屋のすぐ近所に住んでいた。交際があった
のは、最後の数年であったとこの文章中に記して
いるが、その付き合いは深いものであり、足が弱
り、遠くへ出かけることができなくなったモラエ
スは頻繁に岩本家を訪れていた 8）。また、後述す
るように、モラエスがリュウマチで散歩ができな
くなってからは岩本が朝夕二回必ずモラエス宅
を訪ねて身体を気遣っていた。 
 モラエスは岩本を信頼できる人物であると思
ったのだろう、自分が亡くなった際の葬儀の手配

などを岩本に託した。岩本はその時のことを「翁
病篤く再び立つ能はざるを知るや一日予に語り
て曰く「我孤獨にして且つ異郷に假寓し賴るべき
なし、君幸隣保の因を以て病翁終焉の日は諸事の
隻者たらん事を庶幾す」と記している。直接話法
ではあるものの、モラエスの言葉が漢文口調にな
っており、文章に合わせて言葉遣いを改変してい
ると考えられる。 
 岩本とモラエスの関係を示すエピソードとし
て、1928（昭和 3）年に堺市の豪商柳原吉兵衛が
堺鉄砲記念碑を建立し、その除幕式にポルトガル
にゆかりの深い人物としてモラエスを招待する
話が持ち上がり、岩本が仲介役を務めたエピソー
ドが、モラエスの伝記『モラエスの旅』に載って
いる 9）。 
 
①̶3「モ翁よ安らかれ」 
 執筆した古角勝はキリスト教会の牧師であり、
時々モラエスの家を訪問していた。ブロークンイ
ングリッシュで会話したと座談会で語っている
ので、表に記した会話も日本語ではなかった可能
性がある。会話においては、音楽会に誘われたモ
ラエスが、人が大勢いる所には行きたくないとい
う理由で断っている点が興味深い。 
 モラエスは古角に対して気をゆるしてはいな
かったようで、古角は、自分はモラエスから敬遠
されていたようだと語っている。物書きであるこ
ともはっきりと言わなかったし、書斎を見せてく
れという頼みにも応じなかったという 10）。キリ
スト教に懐疑的であったモラエスは、牧師である
古角と宗教について議論することを避けたいと
考えていたのではないか。一方、古角はモラエス
を無神論者であったと考えていた。 
 
①̶4「ありし日のモラエス氏を訪ふ」 
 大阪朝日新聞の記者野上渓三による「ありし日
のモラエス氏を訪ふ」は、タイトルの印象からす
ると、モラエスの死後、彼を偲んで書かれたよう
に受け取られるが、内容をみると生前に発表され
た記事をそのまま転載したものである。出典は記
されていないが、大阪朝日新聞のシリーズ企画
「キク人ハナス人」にモラエスが紹介されたとい
う記事がこれであろう 11）。本書を作成する際に
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濱本房子が、この記事に「ありし日のモラエス氏
を訪ふ」という題をつけて転載したものと推測さ
れる。後に作られた『モラエス案内』7）の中でも
出典不明のままこの記事が転載されている。 
 インタビュアーである野上記者は「モラエス氏
は素朴な日本語で語る」と書いており、会話能力
を評価するうえで貴重な情報である。記事の中で、
モラエスの語った内容は直接話法で紹介されて
いるが、他の資料に比べてこなれた日本語になっ
ているので、記事にするにあたって多少手直しさ
れていると思われる。例えば「訪歐飛行」という
言葉がモラエスの口から出てくるとは考えにく
い。なお、ここで出てくる朝日新聞の訪歐飛行と
は、朝日新聞の企画で初風号と東風号の 2機の飛
行機が 1925（大正 14）年 7 月 25 日に立川を出
発し、ヨーロッパ各地を回って 10 月 27 日に帰
国したという、当時としては大変な壮挙であった。
モラエスが読めないなりに新聞を見ていたと語
っていることは興味深い。 
 また、おヨネを「ともだち」と呼んでいる点
も興味深い。モラエスの死後見つかった遺言状
に は 、 お ヨ ネ の こ と を “minha querida 
companheira”（私の愛する伴侶）と記しており
12）、また『おヨネとコハル』の中では愛した女
性であると告白しているが、人前では、そのよ
うな表現をしなかった。 
 
①̶5「ゆきし異域の孤客モラエス翁」 
 「ゆきし異域の孤客モラエス翁」を執筆した小
雙山房主人については『憂曇華』中に実名が見あ
たらず、これまで誰であるか特定されていなかっ
た。しかし、文章中に鳥居龍蔵を手伝って城山貝
塚の発掘をしている時にモラエスが見物に来たこ
とが記されており、モラエスと交流があって、か
つ城山貝塚の発掘にも携わった人物ということで、
前田正一と断定される。前田は郷土史家であり、
1921（大正10）年に現在国指定天然記念物となっ
ている「阿波の土柱」について土柱を世に紹介し
た柏木直平とともに、全山の実景に対して「三
山六嶽三十奇」の部分名称を命名している13）。 
 前田はモラエスの長屋の近所に住んでいた
が、最晩年まで交流がなかった。前田が方面
委員（現在の民生委員の前身）を務めること

になり、モラエスのことを良く知るためにモ
ラエス宅を訪ねたのが最初らしい。この時、
モラエスは不在であり、前田の来訪を知った
モラエスが後日前田を訪ねた時の会話が、こ
の寄稿に紹介されていると考えられる。徳島
市で方面委員制度が創設されたのは1927（昭
和2）年であり14）、この会話もその頃のことだ
ろう。 
 前田に対してモラエスが徳島の風景について語
ったり神道の話を詳しくしていることは、古角に
対してキリスト教の話を避けたのとは大きな
違いである。筆者はモラエスの宗教観および神道
に対する考えかたについて考察したことがある15）。
モラエスが日本の神仏に対して非常に信心深かっ
たことはモラエスの行動を調べた花野富蔵氏によ
る『日本人モラエス』の中に描かれている16）。そ
れによるとモラエスの朝の習慣は、午前6時前に起
床したのち「神棚に燈明を點じ、新鮮な榊や新芽
松を供へて、神さまを拜む。次いで、佛壇にも燈
明と線香と新鮮な花とを供へ、茶や供物をお祀り
する。さうして、始めて、彼の日課にとりかゝる」
というものだった。また、神棚に町内の氏神であ
る諏訪神社のお札を収め、台所には荒神を祀り、
裏庭には地蔵を祀って拝んでいたという。 
 モラエスと前田の交流はその後深まること
はなかったが、モラエスが亡くなった後すぐ
にかけつけ、葬儀の手配や各方面への対応は、
主に前田があたった。モラエスは自分の死後
のことを上記の岩本に頼んでいたが、岩本は
仕事があったため、自営業の前田が岩本に代
わって行ったのである。前田はその後も毎年
命日に有志ら数人でモラエス忌を営んだ。 
 
①̶6「朝露追想」 
 執筆者の紫雲智賢は慈雲庵の尼僧である。毎月
二十日のおヨネの月命日にモラエス宅を訪れて
仏壇に回向を行っていたが、コハルが亡くなって
からは月命日の二日も加わり、月 2回モラエス宅
を訪れた。モラエスが亡くなるまで 16 年間通い
続け、モラエスは自分が亡くなったらその仏壇を
智賢の庵に預ける約束を交わし、その約束を果た
した。モラエスは智賢に感謝していたのだろう、
「朝露追想」には彼女に対して「親切」という言
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葉を何度も使っている。なお、モラエスは作品の
中に智賢を登場させており、『おヨネとコハル』
17）の「無臭」に登場する尼僧が彼女である。 
 
①̶7「ゆきしモラエス翁」 
 渡邊華子は①̶5 で紹介した前田正一の妹で
ある。モラエスが亡くなってすぐに、週刊の全国
紙『婦女新聞』にモラエス追悼記事を寄稿した 18）。
本書の「ゆきしモラエス翁」は、その記事を転載
したものである。ここに出てくる尼港事件とは、
1920（大正 9）年、アムール川河口の港町ニコラ
エフスク(尼港)において、日本の軍人や在留邦人
がパルチザンに殺された事件のことであり、彼女
はその義損金を募るためモラエス宅を訪れた。軍
人であり外交官であったモラエスは、徳島隠棲後
もこのような情報には敏感であったから、当然こ
の事件のことを知っていたのだろう、「少しです」
と言って義損金を出したのは、日本の生活にすっ
かり慣れた態である。 
 前田兄妹は仲が良かったようで、正一が亡くな
った後に出版された未発表稿をまとめた追悼本
『阿波月明かり』19）に華子が序文を書いている。
この『憂曇華』においても二人の寄稿のタイトル
が似ているが、正一が華子の記事を踏まえてこの
ようにしたものだろう。 
 
①̶8「おゝ尊き方」 
 執筆者は花屋米店主人となっていて、実名は記
されていないが、モラエスがよく通っていた米屋
の多田ヨネである。後述の「モラエスさんを懐か
しむ座談会」で、モラエスは自分にはなんでも話
したと語っているように、店で忙しく働いている
と「イソガシイネ」と笑いながら話しかけたり、
食べ物をモラエス宅に届けに行った時に彼女の
人相を見て「アナタ、カネモチ、ナリマス」とい
ったように、気楽に会話を楽しんでいる様子が窺
われる。 
 
② 「モラエスさんを懐かしむ座談会」 
 1935（昭和 10）年はモラエスの七回忌の法要
が盛大に営まれるとともに、モラエスの顕彰活動
が盛んに催されたが、それはこの年に徳島県の学

務部長として赴任してきた湯本二郎の力による
ところが大きい。 
 徳島日日新報は、「モラエスさんを懐かしむ座
談會」を主催し、6 月 18 日から 6 月 27 日にか
けて紙面にその模様を載せた 20）。出席者は、徳
島県学務部長・湯本二郎、光慶図書館長・坂本章
三、徳島中学教諭・小出植男（隣人）、方面委員・
前田正一、家主・中山孫七、隣人・橋本富蔵、最
も親しかった・森房子、懇意な八百物商・佐々木
新一、懇意な米商・多田ヨネである。また、主催
した徳島日日新報社からの参加者に松村益二が
いるが、子供時代に実家の菓子屋で店番をしてい
る時に、頻繁にお菓子を買いに来ていたモラエス
を記憶している。 
 表 1 に示したモラエスの会話の中から彼の人
柄が分かるものを 3つ次に紹介する。一つは、長
屋の隣に住んでいた橋本が「妻がつわりを病みま
すと「隣のオクサンコレデスナ」と手を擴げてお
腹の大きい形をするんです。」と語ったエピソー
ドである。モラエスは、著作やポルトガルの親
族・友人に宛てた手紙には笑い話や冗談をたくさ
ん書いており、実生活でも隣人の橋本や前述の多
田ヨネに対しては気安く冗談を言っていたよう
だ。モラエスは橋本一家が好きだったようで、庭
で家族で賑やかに行水をする様子や、橋本が家族
のために本を朗読する様子を作品の中に書いて
いる 21）。 
 また、森房子（旧姓濱本）は、モラエス宅で遊
ぶ子供たちが、置いてある物にさわると「アナタ
ソレハイケマセン」「イラウ（触る）トワタシ、
コマリマス」と言って止めさせたエピソードを紹
介しているが、モラエスが子供に対しても「あな
た」と呼んだり「です・ます調」の丁寧な言葉で
接していたことが分かる。 
 もう一つ佐々木新一が紹介した昭和天皇が皇
太子の時に徳島を訪れた際に奉迎に出かけた際
のエピソードも興味深い。時期は 1922（大正 11）
年 11 月で、徳島市二軒屋町の忌部神社に皇太子
がご参拝された際、モラエス宅に近いことから奉
迎に出向いたが、外国人を不審に思った警官に追
い返された。戻ったモラエスは八百物商を営んで
いる佐々木の店に来て、佐々木の祖母に向かって
愚痴をこぼし、「私は横濱の軍艦の上で明治天皇
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に御陪食の光榮を賜はったことがあるのにこん
な目に逢ったのは遺憾だ」と話したとあるが、も
ちろん言葉遣いはまったく違ったものであった
ろう。興味深いのは、自分の素性を語りたがらな
い彼が、領事時代に出席した観艦式のことを語っ
ている点である。また、佐々木は、モラエスが描
いたタワシや蜂の巣の絵を持ってきて、何を描い
たか当ててみなさいとクイズを出したことある
とも語っている。佐々木家もモラエスにとって気
安く付き合うことができた人たちであったよう
だ。 
 
③ 「モラエス氏追想」 
 七回忌法要を前にした 1935（昭和 10）年 6
月 16 日に徳島毎日新聞に載った記事で、古角勝
がモラエスの思い出を語っている。エピソードは
前述の①̶3「モ翁よ安らかれ」と同じく音楽会
に誘った時のことだが、「お気の毒」と言われた
ことが「モ翁よ安らかれ」には書かれていなかっ
た。 
 この記事では、モラエスが話す様子を「プカプ
カと吹かるる煙草の煙と共にポツリポツリと話
さるる上手でもないしかし親しさのある日本語
を危うく使うを伺いながら私はインドの詩人タ
ゴールと人生を頭で交錯させながら神秘な国に
酔う自らをみました」と描写しており、モラエス
の語り口の様子をうかがい知る貴重な情報であ
る。 
 
④ 「モラエス翁を偲ぶ座談会」 
 七回忌に際して、徳島毎日新聞も 1935（昭和
10）年 6 月 30 日に「モラエス翁を偲ぶ座談会」
と題した座談会を主催し、その模様を紙面に伝え
た 6）。②の徳島日日新報が生前のモラエスをよく
知る人物を集めて座談会を催したのに対して、徳
島毎日新聞は法要に出席するため招かれた文学
者、外交官、官僚などが中心となっている。前田
正一、森房子（旧姓濱本）、坂本章三は両方の座
談会に参加している。モラエスの会話が出ていく
るのは、房子の談話のみで、亡くなる 3日前の苦
しげで孤独な様子が語られている。 
 
⑤ 「街に残るモラエスさん」 

 「街に残るモラエスさん」は、1954（昭和 29）
年7月1日に徳島民報が掲載した記事である22）。
この年はモラエス生誕 100 周年にあたり、その
記念事業の一環としてモラエス翁顕彰碑が建立
され 23）、その式典がこの日に催された。森房子
（旧姓濱本）、藍谷アヤ子、岩本朋三郎、岩瀬コ
ウノの 4 人が語る思い出の中にモラエスとの会
話が出てくる。森と岩本については前述したので、
岩瀬コウノと藍谷アヤ子について記すと、岩瀬は
近所で食料品店を営んでいた人物である。藍谷ア
ヤ子は藍谷長三の妻で、夫である長三がモラエス
と親交の深かった人物の一人である。長三は徳島
の人間であるが、東京の大学に通っていた時の
1923（大正 12）年頃に東京日日新聞に出た岡本
良知のモラエス紹介記事を読んで興味を持ち、徳
島に帰郷した際にモラエス宅を訪ねて交流が始
まった 24）。長三が徳島に戻ってからも交流は続
き、妻アヤ子もモラエスの家を何度か訪ねたと語
っている。 
 
⑥ 『モラエス案内』 
 本書は、モラエス生誕 100 年の記念事業の一
環として徳島県立図書館が企画し、1955（昭和
30）年に発行された 7）。モラエスに関する情報
を網羅的にまとめた最初の本であり、研究資料と
して非常に価値が高い。 
 
⑥̶1「モラエスの人と生活」 
 同書に載っている座談会「モラエスの人と生活」
は、1955（昭和 30）年 6 月 14 日に催され、生
前のモラエスを知る者として、花野富蔵、森（旧
姓濱本）房子、古角勝、橋本富蔵、藍谷長三、立
花マルエが参加した。注目すべきは、コハルの妹
であり、コハルの死後にモラエスの身辺の世話を
した齋藤ユキの娘立花マルエが参加しているこ
とである。齋藤家は、モラエスと関わりが深かっ
たが、死後、悪く言う者があったためか、モラエ
ス顕彰の活動から距離をとってきた。齋藤ユキは、
モラエスが徳島に住むことになったいきさつを
最もよく知る者であり、またモラエスと最後に会
った者でもあり、最も長く彼とつきあった人物で
あるが、彼女の証言が伝聞でしか伝わっていない
のは残念なことである。 
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 この座談会では、モラエスが房子にバスの乗り
方について尋ねるエピソードが興味深い。徳島市
営バスが開業したのは昭和4年3月31日であり、
モラエスが亡くなったのが同じ年の7月1日なの
で、亡くなる直前のエピソードであることが分か
る。体力が衰え、歩くのも容易でなくなったモラ
エスがバスを利用しようと考えたことがわかる
エピソードである。 
 
⑥̶2「モラエスの印象」 
 同書では座談会とは別に、立花マルエ単独の談
話も掲載されており、マルエがモラエスから求婚
された話が紹介されている。 
 
⑦ 『異邦人モラエス』 
 『異邦人モラエス』は、四国放送が 1976（昭
和 51）年に作成した本である 4）。表 1 に記した
エピソードは、モラエスが頻繁に和菓子を買って
いた日の出楼という店の子供松村益二の談話で
ある。前述のようにモラエスは、おヨネとコハル
の月命日に智賢尼を呼んで仏壇を拝んでもらっ
ていたが、決まって日の出楼の羊羹を買って智賢
尼をもてなした。松村は、前述②の「モラエスさ
んを懐かしむ座談会」において、主催の徳島日日
新報の社員として座談会に出席して、モラエスが
来た時の話をしているが、本書ではモラエスから
店番をしている自分が褒められたという話を紹
介している。また、モラエスの声の特徴や笑い声
について、「その声は大きな、ひげだらけの老年
にもにあわず、いくらか、かん高い女性的な響き
があって、話したあと、きっと、ほっほっほと笑
いました。」と証言している 25）。 
 松村は本書の出版時には四国放送の社長に就
任しており、その後も1993年に「望郷リスボン」
という番組を制作した。 
 
⑧ 「楽し祭りよ、モラエスと子供衆」 
 1998（平成 10）年に徳島で発行されたエッセ
イ集『ライフーらいふ̶life』に、森登紀子によ
るモラエスの思い出を記した作品「楽し祭りよ、
モラエスと子供衆」が載っている 26）。「おいべ
っさん」として親しまれている徳島市通町の事代
主神社に参拝に現れたモラエスに子供達がミカ

ンを投げつけ、それを知った大人たちに叱られて、
モラエス宅に謝りに行ったという話である。時期
は大正 13（1924）年頃、彼女が 10 歳頃の話と
書かれている。散歩中のモラエスに子供たちが悪
さをする話はよく伝わっているが、モラエスはニ
コニコと受け流していた。ここでも謝りに来た子
供たちに「アリガト、ダイジョウブヨ、ココデ、
アソビナサイ」と笑って答え、優しさをみせてい
る。 
 
⑨ 「モラエスさんを語る」 
 2004（平成 16）年 4 月 18 日に開催されたモ
ラエス生誕 150 年記念「モラエスとハーン展」
フォーラム「モラエスさんを語る」においてエッ
セイスト小野ゑみがモラエスの思い出を語って
いる 27）。モラエスは筆まめで、ポルトガルの家
族や知人に頻繁に絵葉書を送っており 28）、彼女
の家が営んでいる本屋に毎日のように絵葉書を
買いにきていた。 
 
 
3. 会話の特徴 

よく使う言葉 
 表 2 にモラエスの発話において頻繁に出てく
る言葉を示した。「よろしい」が最も出てくるが、
「了承する」という肯定の意味で使う場合と「良
い」という意味で使われる場合の両方が含まれて
いる。拒否を表す場合は「いけません」という言
葉が使われ、これも良く登場する。 
 2 番目に多くみられたのが「かわいそう（可哀
想、カワイソー）」である。これはモラエスの人
間性を特徴づける言葉であり、特別な意味を持つ
ことは著作『おヨネとコハル』の「コハル」の中
に見ることができる。コハルは結核を患い、闘病
生活の末に亡くなったが、四十九日までの間、親
類知人たちが「神聖なことば、カワイソー（可哀
想に）をふんだんに使って」彼女の噂をするとい
う文章が出てくる 29）。一般の日本人は「可哀相」
という言葉から神聖さを感じることはない。これ
を神聖な言葉だと思っているのはモラエスの独
自の感性である。また、智賢尼や古角に「お気の
毒」という言葉をかけているが、これも「可哀相」
と同じ意味である。「気の毒」については、言葉
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の成り立ちにも特別の関心を抱いたようで、晩年
の著書『日本精神』において、日本語の特徴につ
いて解説しているが、複数の単語を接続して新た
な単語を作ることが特徴の一つであるとし、その
例として「気の毒」と「あいのこ」を挙げている
30）。そして「気の毒」については、「他人の迷惑
や不興に対して感じる苦痛や哀しみ」であると解
説している。 
 「可哀相」「気の毒」は日本語であるが、これ
に相当するポルトガル語は “piedade”であり、
モラエスの代表作『おヨネとコハル』の主題とな
っている。彼は『おヨネとコハル』の前書きに、
ピエール・ロチの Les derniers jours de Pekin
（邦題『北京最後の日』）31）の中に出てくる孔子
の言葉を引用して“A litteratura do futuro será a 
litteratura da piedade”と書いている。これは「未
来の文学は piedade の文学である」という意味
だが、花野富蔵は “piedade”を「慈悲」、岡村
多希子は「敬愛」と訳している 32）。なお、ロチ
の原文はフランス語で  “La Littérature de 
l‘avenir sera la littérature de la pitié” と書かれ
ていて、船岡末利の訳では “pitié”を「憐れみ」
としている 31）。また、本のタイトルの『おヨネ
とコハル』は、モラエスが愛した若くして亡くな
った二人の女性の名前であるが、憐れみとともに
死もまた重要なテーマとなっており、佐藤は『お
ヨネとコハル』はロチの“Le Livre de la Pitié et 
de la Mort”（邦題『死と憐れみの書』）33）に触
発されて書かれたのであろうと指摘している 34）。 
 モラエスのこのような特徴は、執筆活動を始め
た海軍時代からすでに表れており、刊行された第
1 作目『極東遊記』の序文を書いたヴィンセン
テ・アルメイダ・デーサ（Vicente Maria de 
Moura Coutinho Almeida d'Eça）は、モラエス
の作品の特徴として「人間のみじめさに対する深
い同情」を挙げている 35）。 
 その以外の言葉としては「かわいい・可愛らし
い」と「親切」が 4回ずつ登場している。「かわ
いい・可愛らしい」の対象は子供、植物、猫であ
り、これらは彼の生活の一部であり、生活に潤い
を与えてくれるものであった。モラエスは狭い庭
で様々な植物や小動物を育て、鳥や猫も飼育して
いたが、中でもお気に入りは猫であった。「かわ

いい・可愛らしい」は、出かけた先で見つけた花
や猫にも向けて発したものである。「親切」は 4
回登場するが、智賢尼と多田ヨネの二人に対して
向けた言葉である。 
 
丁寧語 
 言葉遣いが丁寧なこともモラエスの会話にみ
られる特徴の一つである。証言者の語るモラエス
の会話は、です・ます調で統一されている。これ
は、濱本房子をはじめ子供たちにたいしてもそう
であった。丁寧語を使う習慣は、日本での生活の
前半を神戸で外交官として送ったため身につい
たものだろう。さらに本で学んだ日本語であるこ
とも理由として考えられる。モラエスが日本語を
教師について習ったとは伝えられて残っていな
いが、モラエスの死後、蔵書の中からフランス語
で書かれた日本語会話の教本が 2 冊見つかって
いる 36）。 
 
自著に出てくる日本語会話 
 ここまで日本人の証言の中から会話を抜き出
してきたが、自著の中では日本人との会話はどの
ように描かれているであろうか。著作の中で日本
人と話す場面がしばしば登場するが、多くの場合、
それは間接話法で描写されている。まれに相手の
言葉が直接話法で記されることはあっても、自分
がしゃべったことが直接話法で書かれることは
ほとんどない。代表作の一つ『おヨネとコハル』
では、日本での人々との交流の様子が多く描かれ
ているが、それでも直接話法による会話が出てく
るのは 3 箇所だけである 37）。その一つは、「着
物？それともお金？―着物」という章であり、モ
ラエスは家に遊びに来た少女千代子に次のよう
に饒舌に語りかけている。 
 
「私は、およそこんなふうに、前もって考え
ておいたことをいきなり彼女に話した。「千
代子や、お前はよく知っているね、死者の祭
りの『ボンニ』がもうすぐ来ることを。わし
が日本の習慣にならって、この時季には毎年
お前のおばあちゃんとお前にも新しい着物
の生地を贈ることにしていることも、よく知
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っているね。（中略）着物？ それともお金？ 
千代子や・・・・・・」。 

 
 もちろん、これほど上手に日本語を話したはず
はなく、ポルトガルの読者向けにそれらしく脚色
して書いているのであるが、このような内容の会
話をしたのは事実であろう。また、別の章「私の
追慕の園で」の中では、病気の千代子を見舞った
時に次のように語りかける場面がある。 
 
「私は彼女に質問した。「こんど来るときに
は何をもってきて欲しいかい？」すると彼女
は、口を利く大儀さを見るからに無理に我慢
して、たったひと言で答えたが、非常な烈し
さとすさまじい熱意をこめてそのことばを
発した、̶ 「ジャボン」!! ̶」。 

 
 あと一つは、「コハル」の章の中で、闘病中の
コハルを叱りつけた「バカ」という言葉である。 
 
「「バカ！・・・」と私は怒鳴る。そして、
すぐに治ることを疑うような理由は何ひと
つないことを、一生けんめい言葉をつくして
証明しようとする ̶ つらい役目をつと
めているものだ！̶。それから、私自身の持
病についてことさら誇張して話す。」  

 
 原文は “Baka! Pateta!...” と記されており、
日本語の読みと同じ意味のポルトガル語「Pateta」
が並記されている。モラエスは、バカと言った後
で、なおもコハルにいろいろと語りかけるのであ
るが、それは会話形式で書かれていない。 
 このように彼の言葉は、いったん頭の中で整理
され、練り上げられたられた文章になって表現さ
れている。モラエスの作品は、会話を積み重ねて
物語を進めていくというスタイルをとらない。解
説書のようなものを除くと、一貫して語り部とし
て自分の胸中を吐露していくという作風であり、
出てくる会話は状況をより印象的にするための
添え物としての役割にとどまる。 
 従って、彼の日本語会話の能力を作品の中から
判断することは、情報が乏しくて出来ないが、日
常的に接する日本人とは日本語で話し、買い物や

外出などで用事を済ませるには十分な程度であ
ったことはもちろん、時にはそれ以上の深い内容
についても話し合うことがあったことは明らか
である。 
 
 
4. 会話能力について 

 モラエスの日本語会話能力についてまとめて
みよう。証言者の語るモラエスの言葉は、表 1の
ように、助詞を省いたり、動詞の活用をしないと
いった点が見られ、また、単語を並べるだけの場
合も多く、今日われわれがイメージする日本語を
勉強中の外国人そのままである。実際に、モラエ
スが日本語が達者であったという証言は出てこ
ない。モラエスにインタビューした大阪朝日新聞
記者の野上渓三は、「モラエス氏は素朴な日本語
で語る」（資料①̶4）と評し、古角勝は「ポツ
リポツリと話さるる上手でもないしかし親しさ
のある日本語を危うく使う」（資料⑧）と評して
おり、流暢でなかったことは間違いない。 
 会話能力には、発話の力とともに聞く力も含ま
れる。表 1に挙げたモラエスの会話からは、発話
の力についてはある程度推測できるが、聞く力に
ついて評価するのは難しい。「ビワ」を「イワ」
と聞き間違えたエピソード（資料①̶1）がある
くらいで、他はどのような話をしたのか会話の内
容から推し量るしかない。 
 モラエスに関する資料全般において、彼の聞く
力を評価できるような情報は乏しいが、象徴的な
エピソードが一つある。数多くのモラエスの著作
を翻訳し、彼の伝記『モラエスの旅』を著した岡
村は、『モラエスの旅』の中で次のように指摘し
ている。「警察を通して版権譲渡の依頼があった
とき、最初ヴェンセスラウには相手の言い分が理
解できなかった。言葉が通じないことを知って、
警察署員はブラジル帰りの青年を通訳にして出
直して来て、はじめてたがいに意思を疎通させる
ことができた。この事実は、三十年もの長きにわ
たって日本に住まっていたとはいえ、彼の日本語
力がかなり貧弱であったことを示している。日常
生活に不自由しない程度の能力はそなえていて
も、それ以上の域にはおよばなかったのは、日本
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人と知的会話をする機会がなく、彼自身それを求
めなかったからである。」38） 
 岡村が指摘しているように徳島に来てからの
モラエスには、積極的に交友関係を広げていこう
とする意思はなかった。彼にとっては、徳島で一
緒に暮らし始めたコハルが 3 年あまりで亡くな
ってからは、徳島にくる直前に亡くなったおヨネ
とともに、死者となった二人の墓前で、空想上の
会話を交わすことで満足であった。 
 それでも、日常生活において、近所の住人との
交流を避けていたわけではなかった。モラエスの
相手は、家に遊びに来ていた少女濱本房子や、「私
が店へ出て來ると大層お喜びになりホチャホチ
ャとなされてお話しを致します。先生は私を「米
屋のおかみさん」と呼ばれ私だけにはなんでも申
されました。」と証言している多田ヨネ、仏壇を
拝みに訪れる智賢尼、愚痴をこぼしたり描いた絵
を見せたりする佐々木新一の家族、冗談を言い合
う隣家の橋本富蔵、全幅の信頼を寄せていた岩本
朋三郎の存在などであった。彼らの存在はモラエ
スに生活の潤いを与えていたことだろう。岩本朋
三郎の娘である岩本壽美は「顔なじみの人たちも
道でモラエスさんに会うと、「おみち（散歩のこ
と）ですか」などと声をかけ、モラエスさんもニ
コニコと笑顔を返していたそうです。」と証言し
ている 39）。 
 モラエスが近所付き合いを楽しんでいたこと
は、彼の著書『日本精神』からも分かる。そこに
は隣人たちとの交流について次のように書かれ
いる 40）。 
 
「隣人同士の仲は常によい。憤り、争いとい
ったものは起こらない。それどころか、誰も
がつとめて互いに丁寧にふるまおうとする。
頻繁に隣同士贈物を交わし合うのが習いで
ある。私でさえ贈物をやりとりしている。こ
れらの日本の隣人たちほど気持のよい隣人
は世界中に断じていない。」（下線は筆者に
よる） 

 
 ここに書かれている贈物のやりとりについて
は「モラエスさんを懐かしむ座談会」（資料②）
で隣人の橋本が具体的に説明している。 

 
橋本氏 「一寸持つていつてもいつも三倍位
にして返して来るのです。それで私等は拵へ
たものを持つて行くことはなんでもないの
ですが向ふの方から返禮を貰はんがために
持つて来るのではないのかと思はれはせん
かて考へ却つて上げにくく何とはなしに氣
がひけたのです（笑聲） 然しそれでも何か
拵へた時持つてゆきますとモラエスさんは
非常に喜ばれました。 
 
湯本部長 「どんなものを返して来るのかね」 
 
橋本氏 「大概は玉子で又果物も呉れました、
上げればすぐ買つて戻しに来ます、又菊の花
の鉢植や苗木等を差し上げると大變喜んで
大切にして居られました」 

 
 また、「気持のよい隣人」というのは彼の周囲
の人々に対する率直な感想であろう。そして彼自
身もまた「気持のよい隣人」であるよう努めた。
雄弁で高度な会話は存在しなくても、それは成り
たっていたのである。 
 以上、モラエスの日本語の会話能力について資
料に基づいて考察してみた。読み書きの方の能力
については、いずれ稿をあらためて述べることに
したい。 
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表 1 モラエスとの会話 

 資料 会話部分 

① 浜本房子編『憂曇華』
(1930)  

①̶1 「追憶」浜本房子 「先生餘りたくさん木が茂ってゐますから少し切ってはどうですか」先
生「いけません。可愛さうです。生きてゐます」 

  
「先生今日は」と手を付いた時椅子の上でウトウトとお眠りの中先生の
お目醒めになって「おゝこんにちわ」 

  
「先生これを」先生「其れ何です」私「ビワのなってゐる木を持って來
ました」先生「イワ云ひますか」私「いゝえ、びわと云ひます」 

  
先生「解りました。いゝですねさして下さい」「可愛らしいね、かわいゝ
ね」と笑みをおもらしになった後「今日天氣少し寒いね」 

  

この初夏に寒いとは「先生私暑くて暑くてね、此通りよ」と汗をなで廻
しました………が、ふと淋しさうな先生の視線とバッタリ逢って「あゝ
先生も随分おやつれになったこと」心の叫びを沈黙の中にお慰めする言
葉もよう出さず正午前の事とて「先生又參ります左様なら」と歸りまし
た。「話する宜しい」と言って下すつたのも聞かず、忙しいからとて振
切って歸つた私̶ 

  

「先生行って來ますわ」物思ひにふせって居られる先生を下から見上げ
ますと悲しみをお秘めになって「買って來てください」「行って來ます」
淋しい先生は妾の歸りをどんなにか足音數へて待ってゝ下さるであらう
かと思へば走り、走り子供の様に「先生只今」「早いね、おまはん、早
い足しとるサンキュ」破って下さい私は二つの内一つを破りました先生
は二本を取って一本を私に「のんで下さい」にはとても困却しました。 

  

先生「私の國は油を入れてたきます、大根なます私大好きです」と申さ
れました、私が遠慮しておつき合にしてゐると「多くさんたべて下さい」
とお自分の分を私に輿えられました、み暖き先生なればこそ、隅の隅ま
で心付くのかと思えば感泣せずに居られませんでした「今日にぎわしく
おいしかったです」と大へん喜ばれました。 

  
其の次の日訪れました時は少しよい着物を着て參りました、先生は上か
ら下へとお眺めになって「きれいですね日本の着物」と云ひつゝ昔をし
のぶ人の様に撫で廻られました 

  
夏等私は簡單服で訪れますと「いけません日本着物きるよろしい」と申
され何につけ純日本風が心から好かるゝ事を明らかに知りました 

  

先生「下へ行きませう」先生「待って下さい」云ひつゝお立かけになり
ましたがたやすく立上る事の出來ない病に見舞われた、初病の頃でした
急ぎ肩をお貸し申し助け合ってステップを下りました「サアどうぞ」先
生に椅子をお進め申しますと「イケマセン〱おまはん掛ける宜しい」と
云って再三再四お進めしても掛けて下さらぬので私も共に座りました
「オマハン掛ける宜しい」それは〱進められたので決斷力に强い私は辭
退は失禮と一人でにきめて椅子にかけました 

  

先生は途中で通筆できず「私書けません」とペンを投げ出してフウン〱
それは悲しそうな哀れなためいきついため息息！ため息をおもらしにな
った「私思ひます暑くなります私體よくありません」又しても連發する
悲しいため息よ如何にもお慰めする術も知らず。「先生になほりますき
っときっとね」無意議におすがりしました「イケマセン〱」と頭をおふ
りになって私大變困りました。 
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小學時代路傍の人として又珍しい人としてお氣の毒な事も考えず「イヂ
ンサン今日わ」と面白がって友人とお呼びしてゐた彼の當時、先生はい
つもニコ〱と「コンチワ可愛いね」と申されつゝ頭を撫でて下すった。 

  
「皆さん私の内遊びに來る宜しい」といつか申されましたので友人を誘
って面白半分に遊びに行きました 

  「皆さん歸ることよくありません遊ぶよろしい」 

  

私「あたし歸して來れんのだったら、明日學校へ行って先生に申すんで
すよ」とモラエス先生をにらみました「オマハン學校好き」「エヽ學校
の先生だったらお母さんよりも好きよ」「學校先生私なって上げます」
「うそばっかし云って此の異人さんわたしいなしてくれんの…なあ…き
みさん」と云つて友人に歸る賛成を求めました「オマハン娘さんになっ
たら教えてあげます、先生でせう」と仰しやるので「何敎えてくれるの」
「おまはん譯らん」あの時申されました 

  
過ぐる今に近き日「私病氣重くなりましたら……おまはん知らす來て下
さゐ」私も喜び勇んでお受け致しましたにも拘らず唯の一度もゐ世話せ
ずほいなくも逝った先生 

  
私の前半生を樂しく暮させて下すった先生、殊に惱み多い私の身に「な
やむより明日の喜びを思いなさゐ」と慰めて下すった先生 

①̶2 「鳴呼モラエス翁」岩本朋三郎 

翁と相知る日淺しとは雖も其の厚情の深厚なる、けだし數年の如かりき、
翁病篤く再び立つ態はざるを知るや一日予に語りて曰く「我孤獨にして
且つ異郷に假寓し賴るべきなし、君幸隣保の因を以て病翁終焉の日は諸
事の隻者たらん事を庶幾す」予快諾辭して後思はず落涙す其後數次時事
を談せしも只閑話に過ぎざりし 

①̶3 「モ翁よ安らかれ」古角勝 

「今晩千秋閣に音樂會があるから行きませう。車で御送りしますから」
と云った時翁は「其處へは多くさんの人が行きますか」と問われ私は「そ
うです」と答へると彼は「私は多くさんの人をる處へは行きません」と
斷られた。 

①̶4 「ありし日のモラエス氏を訪ふ」野上溪三 

モラエス氏は素朴な日本語で語る。三十五六年前ドリヲ、リマと云う小
さい軍艦に艦長として日本に始めて來ました。五六年にして再び渡來し
て神戸で領事をつとめてゐました。文字はわからぬなりに朝日新聞はよ
く見てゐました。村山さんとも二三度遇って知ってゐます。朝日新聞の
訪歐飛行はよくやりましたな……左様です徳島へ來たのは大正二年です
が、二三度神戸と大阪に行ったほか老年になったので旅行もしません、
本年七十三歳です。日本の食物はなかなかよろしい何んでも食べます。
日本食ばかりたべてゐますが徳島でも西洋野菜がよく手に入るやうにな
りました、刺身もよろしい……。 

  
「あの方は？」と佛壇に飾られてある三十歳ばかりの面長の美人の寫眞
について尋ねると、「あれは神戸にゐたころの友人お米さんといふ人の
寫眞です、ともだちです。徳島の人です」 

  

「この佛壇は友人（お米さんのこと）持ってゐたものです。キリスト教
徒が來て見て驚いてゐます（佛壇を指す）日本については多くは知りま
せんが書いたものは十二三種もありませう（と二三を示して）古いもの
には大分間違ひもあります。若い時から國を出てもう生まれたポルトガ
ルにも知人も少し親族も少なくなりましたし、それに遠方だから歸らう
と思ひません。………」語る言葉は悲痛だが感情は平淡で膝の上の白猫
を愛撫してニコ〱してゐるところ萬里の異郷にあるもの忘れたやうな靜
かな生活だ。 
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①̶5 「ゆきし異域の孤客モラエス翁」小雙山房主人 
子供好と見えて笑ひながら頭をなでたりするから子供は自然に馴れ親し
んで逢ふ毎に西洋のおっさんよと聲を掛けると微笑しながら今晩はと輕
く挨拶するそれが子供に非常な愛嬌であった。 

  
翁は微笑しながら--徳島好い處-私此の土地に永く居ります國に歸ること
はありません親類少しあります、妹が一人あります……。 

  

徳島の風景が好い樹木の青々と繁って居る景致には非常に氣持がよい、
阿波の神様古い忌部神社、阿波の一番貴い神さん、多賀の神さん日本の
國の貴い神さんなど神社についての考が餘程印象深く考へられて居ら
るゝ様であった。殊に日本の國は本統に尊い立派な國柄である、こんな
國に住む人民は幸福である― 

①̶6 「朝露追想」紫雲智賢 「小春も逝きました法名艶覚妙照信女と申します。此れから二人一緒に
お拝み下さい」 

  前道に出ると「さよなら」と申されて奥へ入られます 

  
その節は申譯を致しますと「私かもゐません宜しい」と仰せられて差つ
かへ時間如何を申される事御氣嫌お悪い事は只一度もございませんでし
た 

  

或る時十年前の梅の花咲く頃梅見をお進めしましたら、「私一度行きま
す」と申されました故法花という所より先の道、譯りにくいので道順を
カ名でかきお渡し致しましたお言葉がお譯にくい故わからぬ時、かき付
をお見せなされと申上げると大變およろこび下さいまして「貴女親切有
が度う」ともうされました。 

  

又時間はとお聞きしますと「私内八時出ますあなた九時十時間行きます」
其れで當日お迎えに道まで參りますと見えられ『アナタ親切』と申され
よろこばれて庵へこられ一番に本尊を拝され屋敷を御覽になられ「コゝ
靜よろしい」とおほめ下さいました。私は猫がすきで猫をかっておりま
した。其の時黒の猫でした、先生も猫がおすきで其の猫をお膝の上にだ
かれて慈悲のお目でさも愛らし相に「黒さん可愛らしいな」とほめて下
さいました。長々お話後「ココ靜かよろしい佛壇此所まつてもらゐます」
と申されるので「小春さんのお身内に」ともうし上ると「いや私のもの
です。私の勝手です」と申されるので承知のお答えをして其れよりもま
もなくお歸りになるとの事でお土産に梅、他の花を添へ差上げますと大
變よろこばれました。 
 お帰り道の大谷の梅林え御案内しました「アナタ親切」と又もお言葉
にてよろこばれ御歸宅遊れました。 

  
其の後ケシの花を見にお越しになり「此の花可愛らしい」とお賞めにな
り 

  

私參る度々「アナタ御キゲン、黒さんきげん（黒猫）おとなりおかみさ
ん（秋田町のおばさん）御きげん」とお尋ねがあります。「キゲンよろ
しく」とお答えすると「よろしい」と申され又稻のシツケより米になる
まで麥の時も同じく經過をお尋ねでした 

  雨天の時參りますと「道悪い可愛相」とお氣毒だ申されます。 

  
おそく行きますと「今日おそいかわいそう友達か内とまって歸りなされ」
とお氣をつけ下さいます。 

  
色々お花を差上げますと「私すきうれしいアナタ親切」と非常によろこ
ばれます。 

  
庵お越になり二三年たった時「私病氣の時葉書あげます來て下さい」と
申されますのでお受をして居りましたがお變りもございませんでした 
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昭和四年七月一日モラエス先生も故人の一人となられ永遠に塵土を異に
してゆかれました先生のご死去三ヶ月前お言葉に「約束の佛壇渡します」
と仰せられました。 

①̶7 「ゆきしモラエス翁」渡邊華子 
近所の子供たちは翁の姿を見付けると、あちこちから走りよってきて、
翁をとりまき「バンザイ」と手をあげる。すると翁もニコニコして「バ
ンザイ」をされるのが常だった。 

  

忘れもせぬ尼港事件の當時ある婦人會に席をおいてゐた私は遭難者ゐ族
に贈る義損金を募るために一友人と共にモラエス翁をも訪ねた。私の言
葉が通じたかどうか、翁は臺所の方へ行き竹筒の様なものをがちゃ〱さ
せたかと思ふと五十錢銀貨を一つ出して來て「少しです」といって渡さ
れた翁と語ったのはこの時だけ、只一度きりである。 

①̶8 「おゝ尊き方」花屋米店主人 
だんごをこしらへてゐる私たちとお祭りの有様を御覧になられ「イソガ
シイネ」と微笑まれつゝお米の注文をしておかへりになりました 

  
「米屋の伯母さんこさへた物頂きます」と仰せられましたので私は喜ん
で種々な物を揃えて參りました 

② 
徳島日日新報「モラエス
さんを懐かしむ座談会」
（1935） 

多田氏：私以外の者には一言も申されず私が店へ出て來ると大層お喜び
になりホチャホチャとなされてお話しを致します。先生は私を「米屋の
おかみさん」と呼ばれ私だけにはなんでも申されました 

  
多田氏：その他お祭りの時の御馳走、甘酒等を持って行きますと非常に
喜ばれ「タクサン、アリガトウ」「オイシイ、オイシイ」「親切親切」
（笑聲）と云ひながらすぐに召しあがれました。 

  
多田氏：他所の家がお餅を搗ましたら先生が來られて「おもちクダサイ」
といはれました 

  
小出氏：先生に「お國には御兄弟でもあるのですか」と質ねると妹が一
人居る、手紙は來ませんかといふと「來ない」國へ帰りたくありません
か「日本・ヨロシイ、カヘリマセン」と云はれました、 

  
佐佐木氏：私の宅へも煙草を買ひに來ましたが煙草はハミルトンやチェ
リーを買はれてゐました。松村：煙草で刻みも喫って居られた筈です。
森房子さん：ええ、いつも刻み一番オイシイと好んでゐられました 

  

中山氏：ある時町内を飾るといふので各所から寄附を求めたのですが丁
度モラエス先生の家だけは、早くから戸が閉まってゐたので町内の世話
人が寄らなかったところが翌る日になってそれを知った先生は自分のと
ころだけ來てくれぬといって非常に遺憾にしてゐた。それで世話人が集
めに行ったが戸が閉まってゐたから止めにしたと譯をはなしたら「さう
かそうだったのか」といって喜んで寄附をしてくれました。 

  

森房子さん：何日でしたか私が先生をおたづねした時とてもこはかった
ことが御座居ました、それは暗い部屋にモラエスさんが紺絣の鉢巻きし
て呆然としてゐました、その時が一番こはかった、それで私はすぐ歸ら
うと思ったとき「コワイコト、アリマセン、私コレ頭イタイデス」と鉢
巻きをしてゐる譯を話してくださいました。 

  
橋本氏：妻がつわりを病みますと「隣のオクサンコレデスナ」と手を擴
げてお腹の大きい形をするんです 

  

森房子さん：先生の家の中には子供達で一杯でした、先生は本當に朗ら
かに子供と一緒に遊んでおられますがそのうち誰かがその邉りに置いて
あるものにさはるとモラエスさんは「アナタソレハイケマセン」「イラ
ウトワタシ、コマリマス」とおっしゃっいます。 
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森房子さん：私達がなんでも教へて下さいと賴みますと「ワタシシリマ
セン」といひますが、私コレ知らなくって困りますといへばすぐ教えて
くださいました。 

  

多田よねさん：モラエスさんはよく人相を見られるのです。私が先生の
所へ遊びに行くと、すぐ私の人相を見て「アナタ、カネモチ、ナリマス」
又先生はお天氣を見るのがお得意で「アスアメデス」と仰言すると必ず
雨でした。 

  
佐佐木：本當にモラエスさんはお天氣を見るのが上手で、測候所で明日
は雨といふ天氣豫報が出てゐてもモラエスさんが「アステンキデス」と
仰言ふと翌日朝は降ってゐても夕方までにはきっとよい天氣になる 

  

佐佐木：聖上陛下が皇太子殿下にあらせられた時徳島へ行啓遊ばされ忌
部神社に御參拝になられましたが、そのときモラエスさんが奉迎に行く
と巡査がモラエスさんに「ここへ來てはいかん」と云って追っ拂った。
あとでモラエスさんは之を非常に殘念がり、悲しがられて、私の宅へ來
て祖母に私は横濱の軍艦の上で明治天皇に御陪食の光榮を賜はったこと
があるのにこんな目に逢ったのは遺憾だ、とお話しされた事があります。 

  

中山氏：草を採つたり、樹を切ると「イケマセン、生キテマス カワイ
ソー」（笑聲）いつかモラエス先生が私に「此裏にエビは居ないか」と
聞くのです、ここには池もないのにエビは變だと思ったらエビぢやなく
てヘビのことだった（笑聲） 

③ 
「モラエス氏追想」古角
勝（徳島毎日新聞（1935
年 6 月 16 日） 

私は先生の死期がなんだか迫って来るように思われたとある日人力車を
雇い音楽会に行くべく誘いました、しかし先生はカブリをふり人の多く
集まる処へは行かないと断られ「オキノドク」と言われました 

④ 
徳島毎日新聞主催「モラ
エス翁を偲ぶ座談会」
（1935 年 6 月 30 日） 

森房子：私が娘の頃先生は「一度私の家へ遊びに來なさい」と申された
ので先生の御家へついて參りました。 

  
森房子：私は先生の御苦しそうなのを御察し致しまして「お訪ねする事
はよします」と申しましたが先生は淋しい〱から是非來てくれと申され
ましたので亡くなられる三日前にお訪ねしました 

  

森房子：先生は悲しそうな顔をして居られましたが、私が私が行きます
と「其處に手紙が来てゐる様だから持つて來て呉れないか」と、私が行
つて見て「ありません」と申しますと「炭俵の上か下駄箱の隅の方かも
知れない」と言はれましたので電池を持つて行つて見ましたがありませ
んので「何もございません」と申しますとためいきをついて非常に苦し
さおうな表情をして居られました、それで私が「先生どこかお悪いので
したら歸つてお父さんやお母さんに相談して參ります」と申しますと「惡
くはない」と言つてかぶりを振つて「それには及ばないから一時間でも
半時間でも居つてくれ」と申されましたが私も夜分に餘り遅くなるので
歸りましたそれが最後の先生とのお別れでありました 

⑤ 
「街に残るモラエスさ
ん」徳島民報（1954 年 7
月 1 日） 

森房子：わたしたちがよく「大きなカシの木を伐ったら明るくなるの
に・・・」と奨めても「木も生きています」と答え、カをぴしゃりとた
たくと「イケマセン、ツキ（好き）マセン」と不機嫌だった 

  

藍谷アヤ子：私があるとき訪ねて行ってモラエスさんの出ていらっしゃ
るのを待つ間、何気なくそのいすに腰を下ろしていました、ところが出
て来たモラエスさんに私はひどくしかられました、「ソレ、小春サンノ
椅子デス、スワッテハイケマセン」とおっしゃるのです 

  
岩本朋三郎：モ翁のよんだ人力代を私が払ったら「アナタハラッテハ イ
ケマセン」としかられた 
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岩本朋三郎：千秋閣でモ翁の法要した時ローガンさんがキリスト教式で
と主張したが「シンダラ オテラデ ソウシキ タノム」とくれぐれも
頼まれていた私はモ翁の遺志どおり、どんどん仏式で執行した 

  

岩瀬コウノ：モラエスさんは頭のつかえそうなこの貧弱な店へよく買物
に来てくださいました「ソレ、クダサイ」と品物を指さして「アリガト」
と大きな手を開いたままでちょっと上げ、小さな買物の包みをぶら下げ
ながら帰って行かれた背の高い後姿が今も眼に浮びます 

⑥ 徳島県立図書館編『モラ
エス案内』（1955）  

⑥̶1 座談会「モラエスの人と生活」 

橋本富蔵：樫の木のために神輿があの町を通ってくれん。切ったならか
わいそうだといってちょっとも切らなんだ。私がおらん留守にちょいち
ょい切っておくと戻ったてきたら顔をしかめて怒っておった。消防が担
いでおったお神輿が通ってくれんのは困るではないか、それをいいたて
に切ってくれというのでモラエスさんに話をした。お神輿さんが通れん
ものだから覚悟をしたのだろうね。往来に出ておる枝を切った。「かわ
いそうな」と、格子の中で泣くようにいっていました。 

  

森房子：あすこの家に行ったのは大正十三、四年ですね。お二階に行っ
たときには、偶然に行きますと、二階の手摺のところで下を眺めており
ました。何時もノックしてから私の名前をいわなかったら開けてくれな
かったのに、そのときは欄干から下を見ておって、来るよろしいといっ
て。 

  

森房子：私はそこに始めて上がったときに私も何か教えていただきたい
とこういった。そうしたら貴方ローマ字書けますかといったので、私は
何も知らんので、何も知りませんといったら、ローマ字を教えてあげま
すといって、教えてくれるようになったのです。 

  

森房子：バスが始めて（ママ）徳島に通るようになりましたときに、徳
島の地図を書いて一号線はどこに行く二号線はどこに行くというような
案内書のようなものに優待券が各家に来ました。そのときに説明をして
くれというので行きました。銀行に行くのにどういう線に乗ってどうい
うふうにしたらいいかとかこの券は何の券かと尋ねますので、これを出
したらお金は要りませんと、三和銀行に行くのを教えましたけれども、
お金を出さずして乗ることはいけませんといってとうとう乗りませんで
した。 

⑥̶2 「モラエスの印象」立花マルエ談 
用件は、「姉の死後自分も淋しいし、身の廻りの事も不自由だから自分
と結婚して呉れ・・・・・・」と言うのです。 

  

前に申した様に私達家族が世間から冷い眼で見られる辛さが身にしみて
いますからキッパリと断ったのです。すると彼は暫く黙っていましたが、
やがて、そんなら今の話しは無ったことにして今迄通り遊びに来て呉れ
と云って帰りました。 

⑦ 四国放送編『異邦人モラ
エス』（1976） 

松村益二：わたしは大正の二年生れですから、ちいさいときですが、モ
ラエスさんが伊賀町のすまいから、あまり遠くない金刀羅さんの下で、
菓子屋をしているわたしの家へ、夕方、よく、おヨネとコハルに供える
練羊かんやお菓子を買いにきたことを思い出すことができます。大きな
手で、わたしの坊主あたまをなでて、「カシコイ、イイコデス」と、店
番をするわたしを、よくほめてくれました。 

  
松村益二：その声は大きな、ひげだらけの老年にもにあわず、いくらか、
かん高い女性的な響きがあって、話したあと、きっと、「ほっほっほ」
と笑いました。 
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⑧ 
「楽し祭りよ、モラエス
と子供衆」森登紀子（伊
丹悦子編『らいふ』1998
より） 

「これ食べて」みんなで畳の上にお見舞いの品を置いた。彼はニッコリ
笑い、「アリガト、ダイジョウブヨ、ココデ、アソビナサイ」とちょう
ど前にいた私の顔を毛だらけの大きな手で撫でた。 

⑨ 

「モラエスさんを語る」, 
モラエス生誕150年記念
事業実行委員会編『21 世
紀に生きるモラエス 生
誕 150 年記念事業の記
録』(2005) 

小野ゑみ：幼いとき私はモラエスさんが来ていると聞くと店先に飛び出
して行きました。するとモラエスさんは「お嬢さん」と言って、大きな
手を頭にのせてくれました。 

 
 
 
 

表 2 モラエスの発話に出てくる日本語と使用数 

資料 よろしい・宜し
い・ヨロシイ いけません かわいい、可愛らしい かわいそう 親切 ありがとう 気の毒 

① 憂曇華 7 4 4 2 3   1 
② 「モラエスさんを
懐かしむ座談会」 2 2 0 1 1     

③ モラエス氏追想             1 
⑤ 街に残るモラエス
さん   3       1   

⑥ モラエス案内 1 1 0 4 0     
⑧ モラエスと子供衆           1   

計 10 7 4 7 4 2 2 
 
同じ状況で発せられた言葉が別の資料にある場合は、重複しないように数えている。 
 


